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巻 頭 言

東海農政局 農村振興部長
古賀 徹

皆様方には、日頃から東海農政局管内における農業農村の振興、

農業農村整備の推進にご理解とご協力を賜りありがとうございます。

令和3年3月に閣議決定された「土地改良長期計画」では、土地改

良事業を計画的かつ効果的に進めていくため、①生産基盤の強化による農業の成長産業化、

②多様な人が住み続けられる農村の振興、③農業・農村の強靭化 の3つの政策課題を掲げ、

それら課題に対応した政策目標を定め、その達成に向けて重点的に取り組むべき9つの具体

の施策を掲げています。

その中の1つに「水田の活用（田んぼダム）による流域治水の推進」が位置づけられてい

ます。この背景は、平成30年7月豪雨、令和元年東日本台風、令和2年7月豪雨をはじめと

した大規模な自然災害が近年頻発し、我が国の農業生産基盤や農村に居住する人々の生活基

盤を脅かす深刻な問題となりました。このため土地改良事業においては、大雨が予想される

際にあらかじめ農業用ダムやため池の水位を下げることによる洪水調節機能の強化、田んぼ

ダムによる下流域の湛水リスクの低減、農地の湛水被害のみならず市街地や集落の湛水被害

も防止・軽減させる排水機場等の適切な機能発揮などを通じて、流域全体で行う協働の取組

である「流域治水」を推進していくことが重要となってきています。

田んぼダムに関しては、田んぼダムに適した水田の面積が全国で約20万haとの推計のも

と、土地改良長期計画の5年間でこれら水田の概ね半分まで取組を拡大させることを目標と

しています。田んぼダムの推進にあたっては、日本型直接支払の多面的機能支払交付金にお

ける加算措置に加え、令和4年度予算からは、田んぼダムの導入に対する支援や効果発現に

向けた支援が拡充されました。

それでは、実際に田んぼダムの取組が拡大するために、私たちはどのような点に配慮して

いくべきでしょうか。田んぼダムの取組を進めるために重要なことは、田んぼダムの適地・

効果を見極めること、あらゆる関係者の協働の取組であること、営農者のストレスを軽減す

ることです。河川からの溢水など外水由来の氾濫には田んぼダムは無力ですし、大河川の本

流の流量抑制には限度がありますが、田んぼダムの適地となる地域では効果を見える化して

取組の意識を醸成していければよいと思います。

また、あらゆる関係者の協働ですので、恩恵を受ける下流住民の方もその効果とそれに伴

う営農者の地道な努力への理解を得たいものですし、基礎自治体の役割が重要です。そして、

田んぼダムの装置の設置が営農の邪魔をせず毎年の米作りに差しさわりないこと、できるこ

となら水管理上のメリットも得られることが継続的な取組を支えるものとなっていきます。

それぞれの地域にはそれぞれの特色があります。地元の方や有識者の方との意見交換を重

ねて、取り組んでいければと思います。

今後も皆様方の声を丁寧に聞きながら、東海地域の農業が力強く成長し、豊かな農村とな

れるよう、職員一丸となって土地改良事業を進めてまいりますので、引き続きよろしくお願

いいたします。
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国営施設応急対策事業（宮川用水地区・青蓮寺用水地区）の事業完了
による土地改良財産の管理及び処分手続等について

土地改良財産とは、土地改良事業により造成された工作物（貯水池、頭首工、道路、水
路、揚水機場等）、土地改良事業のために取得した土地、権利等で公共用財産又は普通財
産であるもので、具体的には土地改良法（以下「法」という。）第94条各号に規定されて
います。

この土地改良財産については、施設の規模等にもよりますが、利益を受ける者が自ら管
理し、その費用を負担するという土地改良事業制度の原則から、主として委託（法第94条
の6の管理委託）又は譲与（法第94条の３第１項の譲与）により土地改良区等が管理する
ことになります。国営更新事業完了後においても基本的に現行の管理形態（管理委託・譲
与管理）を継続することになります。

２地区で改修した頭首工、幹線水路等は前歴事業完了時に土地改良区へ管理委託されて
いますが、更新事業により財産の得喪が生じるため、現行の管理委託協定を変更します。

また、青蓮寺用水地区は幹線水路の路線変更により不用地等が生じたため、用途廃止後、
法第94条の３第１項の譲与（管理費用内の譲与）又は売払い処分を行います。

管理受託者
宮川用水土地改良区
青蓮寺用水土地改良区

管理委託協定（変更）フロー図 土地改良財産取扱規則第5条

部局⾧
東海農政局⾧

立会人
三重県知事

①協議

①協議

②同意（管理方法書案等の提出）

②同意（管理方法書案等の提出）

③締結

③締結

今年度、木曽川水系土地改良調査管理事務所の宮川支所・青蓮寺支所で行っている国営
施設応急対策事業の２地区が事業完了します。事業完了に向けて、土地改良財産の管理や
処分などの手続きについてご紹介します。
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タブレットを活用した工事監督業務について

１．工事監督業務用端末の導入について

２．現場の声

工事の監督業務においては、令和元年の「公共工事の品
質確保の促進に関する法律」の改正により発注者の責務と
して情報通信技術の活用に努めるよう規定されています。

また、新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止への対
応としてＷeb会議システムを利用した遠隔確認などの働き
方改革の促進や業務の効率化が求められている状況です。

当事務所においては、専用端末（タブレット）の導入に
より通信技術等を活用した効率的な監督体制の整備に取り
組んでいます。

３．今後の活用方法

図面や仕様書等のデータを入れて
現場での立会に活用しました。

大量の資料を持ち運ぶ必要が
なくなりました。

写真や動画の撮影に使いました。

在宅でのテレワークで利用しました。
情報共有システムを使い、リモート

での監督業務を行いました。

現場での端末活用の様子

今後、さらなる利用方法として設計変更等に係るリモートでの現場確認、完了検査等を
考えています。引き続き通信技術をより活用し、移動時間の短縮、テレワークでの作業性
の向上、移動等での待ち時間の短縮による柔軟な段取りの調整が可能になることで効率的
な業務の推進を図っていきます。

現場で情報共有システムを活用し、
施工計画書の確認を行うことができ
効率的な監督業務が可能になりました。

今年度、木曽川水系土地改良調査管理事務所では工事監督業務の専用端末４台を導入しま
した。現場の声とともに利用状況、今後の活用方法等についてご紹介します。

今年度導入した端末
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完了地区フォローアップ調査 南知多地区

１．調査の目的・地区の概要

令和３～４年度に南知多地区での完了地区フォローアップ調査を
実施しています。今回はこの調査内容についてご紹介します。

本調査では、国営土地改良事業完了地区において地域の農業基盤
に関する情報（水利用・排水状況、水管理、施設管理、農業状況等
）を収集し、農業振興上の課題を把握・整理し、将来的な整備構想
について検討することを目的としています。

愛知県南部に位置する南知多地区は、国営農地開発事業（S51
～H6年度）により普通畑、樹園地の農地造成を行うとともに、道
路、排水路、畑かん施設等が整備されました。愛知用水事業により
水源施設が確保されており、野菜、果樹、花きなどの一大生産団地
が形成されています。

また、この地区では平成１9年度に同様の調査の取りまとめを行
っており、今回は過年度調査から変化している状況を調査し、新た
な課題整理とその対策方法等について検討を行うこととしています。

２．調査の工程
今年度は、各団地の工区長と、管理者である知多南部土地改良区

に営農や施設の状況の聞き取りを行うとともに、施設の機能診断調
査を実施し、地域における課題の整理を行いました。令和４年度も
引き続き、地元の意向を確認しながら今後の整備計画等の参考とな
るような取りまとめを行っていく予定です。

３．対象地域

令和３年度

現況の聞き取り

営農・施設状況の確認

施設の機能診断調査

令和４年度

今後の方針への
地元意向の聞き取り

対策手法の検討

取りまとめ

造成された農地

ファームポンド

ポンプ場

主要作物（キャベツ）

位置図

愛知県

名古屋市

南知多地区
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田んぼダムセミナー＠中勢用水地区

三重県津市内を流れる安濃川の上流には国
営土地改良事業「中勢用水地区」で造成した
安濃ダムがあります。令和2年8月に関係者間
で「安濃川水系治水協定」が締結されました。

木曽川水系土地改良調査管理事務所では、
安濃川流域において、治水協定に基づく事前
放流の実施に加えて、「田んぼダム」の取組
の推進を図ることで流域治水へのさらなる協
力ができないかと考え、田んぼダムに関係す
る有識者をお招きして、多面的機能支払制度
に取り組む組織を対象としたセミナーの開催
を企画しています。

：令和4年夏～秋頃（調整中）
：津市内
：安濃川流域の防災・減災に役立つ“田んぼダム”の普及に向けて（仮称）
：新潟大学自然科学系（農学部） 吉川 夏樹 教授

（一社）農村振興センターみつけ 椿 一雅 事務局長
農研機構農村工学研究部門 皆川 裕樹 上級研究員 ほか

：木曽川水系土地改良調査管理事務所
：三重県津農林水産事務所、津市農林水産部、中勢用水土地改良区
：安濃川流域で多面的機能支払制度に取り組む組織の方々（予定）

田んぼダムセミナーの開催に先立って、令和3年10月29日、中勢用水土地改良区会議
室において田んぼダムに関する勉強会を行いました。講義をしていただいた新潟大学の
吉川教授からは、普及に向けて持続的な取組を下支えする適切な装置の設置の重要性や
支援の仕組み作りに関することと、新潟大学において実施予定の安濃川流域における田
んぼダム実施効果シミュレーションのお話がありました。

また、農村振興センターみつけの椿事務局長からは、新潟県見附市での取組事例の紹
介と田んぼダムを推進・継続させるポイントについてお話がありました。

勉強会に参加された三重県津農林水産事務所、津市農林水産部、中勢用水土地改良区
の皆さんから積極的な質問・意見があり、田んぼダムの取組推進に向けた意欲の高まり
が感じられました。

同セミナーは新型コロナウイルスの感染状況を見ながら、令和4年夏～秋頃に開催した
いと考えています。三重県津農林水産事務所や津市農林水産部と連携を保ちつつ、多面
的機能支払活動組織の皆さんと意見交換をしながら、田んぼダムの取組につなげていく
ことを目指しています。

講演を行う 吉川 教授（左）と 椿 事務局長（右）

中勢用水地区の受益地
開催時期
場 所
テ ー マ
講 演 者

主 催 者
共 催 者
参 加 者
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岐阜県におけるスマート農業推進のご紹介について

オペレーションセンター

岐阜県では同県の農業の特徴を踏まえた営農類型毎のスマート農業技術や導入効果、令和
元年度から当面5年間に重点的に取り組む施策等が盛り込まれています。

２．岐阜県スマート農業推進センター

スマート農業の情報発信拠点として、最新のスマート農業機器等を実際に見て、体験して、
学んで、便利さを実感する施設として、令和2年6月18日に海津市にオープンしました。

同センターはオペレーションセンター・モデル温室・実演ほ場の3施設で構成されています。
（住所：〒503-0651岐阜県海津市海津町平原1165）

木曽川水系土地改良調査管理事務所では、現在進めております全体実施設計「国営かんがい
排水事業 西濃用水第三期地区」の営農計画（案）に、岐阜県下でのスマート農業の取組を反
映することを視野に検討を進めているところです。

岐阜県では、「岐阜県スマート農業推進計画」を策定するとともに、スマート農業を現場で
学べる「岐阜県スマート農業推進センター」を開設するなど、スマート農業の推進を積極的に
進めています。

当事務所では令和３年１０月２８日に岐阜県スマート農業推進センターを訪問し、説明を受
けましたので、その内容の一部について、簡単にご紹介します。

詳細は、岐阜県のＷｅｂサイトをご覧ください。
https://www.pref.gifu.lg.jp/page/56632.html

１．岐阜県スマート農業推進計画

モデル温室 実演ほ場
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ダム点検におけるドローンの活用について

木曽川水系土地改良調査管理事務所で、宮川用水第二期地区で建設された斎宮調整池
（アースフィルダム）において、ドローンを点検に活用するための調査を試験的に行いまし
たので紹介します。

２．ダム点検にドローンを活用する利点

１．概要

カメラを搭載したドローンを活用することにより、人が立ち入ることが
難しい場所における変状の有無を、短時間であらゆる角度から点検するこ
とができます。また、過去の撮影記録と比較することで、新たな変状の発
生や変状の進行について継続的な監視が可能です。さらに、災害時におけ
る迅速な被災状況の把握にも役立ちます。

三重県

位 置 図

津市

宮川用水第二期地区

（画像を拡大することで、詳細に点検が可能）

斎宮調整池におけるドローンを活用した点検事例

（取水施設を貯水池側から様々な角度により点検が可能）(Phantom 4 RTK)

写真．今回使用したドローン
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犬山頭首工左岸導水路の余水吐水路において小水力発電の工事が
始まっています

平面・断面図

２．工事期間中の管理所の対応

小水力発電所の建設に当たっては、木曽川本川より導水している犬山頭首工の余水吐水路を
一時締め切る必要があると同時に工事現場へ越水しないよう上流の水位を管理する必要があり
ます。水位は通常より0.40ｍ下げ、標高36.60ｍ（下限）～標高37.00ｍ（上限）で管理を
行っています。

この水位で管理するために、犬山頭首工管理所は、国土交通省（木曽川上流河川事務所）へ
の管理使用規則の一時変更や利水関係者と新濃尾農地防災事業所との調整を支援しています。

3.今後の犬山頭首工としての管理

小水力発電施設が完成後は犬山頭首工管理所においては、発電施設の稼働状況を注視しなが
ら、左岸導水路の流量や左岸取水量などの管理を行うことが伴います。

今後、発電設備の緊急停止など、想定される状況に対応した管理技術の習得など、しっかり
準備を進めたいと考えています。

１．はじめに

新濃尾農地防災事業による小水力発電所建設工事が犬山頭首工の左岸敷で着手されました。
今回は工事の概要と犬山頭首工管理所としての小水力発電施設への関わりを紹介します。

農村振興局では、小水力等の利活用を推進するための各種施
策を講じており、新濃尾農地防災事業においてもこの役割を果
たすため、犬山頭首工左岸導水路の余水吐水路に小水力発電施
設を建設するものです。

小水力発電施設の完成後は、濃尾用水協議会（５つの土地改
良区で構成）で施設の維持管理を行い、発電収益は農業水利施
設の維持管理費の一部に充当され、土地改良区の維持管理費の
軽減に繋げることとしています。

本工事は令和３年９月に着手し、令和3～5年度で整備を進め
ます。

施工位置

施工位置

【小水力発電の諸元】最大出力：199ｋW
年間最大発電電力量：1,603,080ｋWｈ

令和3年3月に閣議決定
された土地改良長期計画で
は、「土地改良施設の使用
電力量に対する農業水利施
設を活用した小水力等再生
可能エネルギーによる発電

電力量の割合（目標：約4割
以上）」を重要業績指標の1

つとして掲げています。
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国営施設機能保全事業「中勢用水地区」

三重県

位 置 図

津市

中勢用水地区

第三頭首工

盛土場

安濃ダム

ダム取水設備補修工事
（工事期間：R2～R5年度） 幹線水路機械設備整備工事

用水路調圧水槽

堆積土砂の掘削状況 盛土作業状況

安濃ダム堆砂対策工事

１．地区の概要
本地区は、地域の基幹的な農業水利施設である安濃ダム、第三頭首工

及び用水路等の機能を長期にわたり保全するため、総事業費25億円（着
工時点）、平成24～令和５年度の工期で事業を実施しています。

これまでに、安濃ダム堆砂対策として、平成２８年度より堆積土砂の
搬出（計画搬出量131千m3）を開始し、令和２年度までに約87千m3を
搬出しました。また、水管理施設の更新、第三頭首工の補修等を行って
きました。

２．令和３年度の実施内容
令和３年度は、引き続き安濃ダムの堆積土砂約２２千m3の搬出を行う

とともに、安濃ダムの取水設備、幹線水路設備等の整備を行いました。

ゲート・操作盤更新 ゲート更新既設ゲート撤去取水設備の更新
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国営施設機能保全事業「尾張西部地区」

１．地区の概要
本地区は、愛知県の西部に位置する名古屋市他８市2町1村にま

たがる受益面積11,608haの農業地帯です。

本事業は、前歴事業である国営尾張西部土地改良事業（Ｓ60～

Ｈ8年度）により造成された日光川河口排水機場及び尾西排水機

場のポンプ設備等の機能を保全するための整備と併せて大規模地

震に対する耐震化対策を進めています。

位 置 図

愛知県

名古屋市

尾張西部地区

◇尾西排水機場

・尾西排水機場日光川ポンプ整備補修工事

工期：H30.6 .22～R3.10 .29

内容：日光川流域用のポンプ

（φ2000mm）２基の整備

尾西排水機場の全景

２．令和3年度の実施内容

（１）日光川河口排水機場

日光川河口排水機場は、高潮等により外潮位が高く

なり、河口の水閘門を閉鎖した場合の排水を目的とし

て、既往最高の伊勢湾台風の実績潮位の場合にも排水

できるよう計画されています。

ポンプ諸元：φ4600ｍｍ＊２台 最大：150ｍ３/ｓ

※外潮位が高い時には100ｍ３/ｓ

（２）尾西排水機場

尾西排水機場は、日光川・領内川の上流部流域の雨

水を木曽川に排水することを目的としています。

【ポンプ諸元】

日光川流域用 φ2000ｍｍ＊2台、20m3/s

領内川流域用 φ1800ｍｍ＊2台、15m3/s

※日光川河口排水機場、尾西排水機場の排水能力を合わせると一般的な

小中学校のプールを約３秒弱で排水することができます。

日光川河口排水機場の全景

◇日光川河口排水機場

・日光川河口排水機場基礎耐震化その5工事

工期：R3.6.18～R4.3 .10

内容：地盤改良工（高圧噴射攪拌工法） 1式

・日光川河口排水機場4号吐出ゲート整備補修工事

工期：R3.3 .22～R4.3 .10

内容：4号ポンプ用吐出ゲート設備２門の整備

・日光川川河口排水機5号ポンプ設備整備工事

工期：R3.6 .30～R5.10 .31

内容：5号ポンプ（φ4600mm）の整備、耐震補強工

日光川河口排水機場断面図

尾西排水機場断面図
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１．地区の概要
本地区は、前歴事業である国営青蓮寺土地改良事業（Ｓ43～60年度）

により造成された施設で、漏水や破損等の事故が発生していることから、

総事業費24.7億円（Ｒ3年度時点）、平成2６～令和３年度の工期で取水

施設及び幹線水路施設の改修を実施しました。

２．令和３年度の実施内容
令和３年度は、①取水施設導水路（口径800ｍｍ）、名張川サイホン

（口径1350ｍｍ）及び小波田川水管橋（口径1000ｍｍ）の露出管につ

いて塗装塗替え工事を実施しました。

また、美旗サイホンの改修（口径1000ｍｍの既設用水管内に口径

800mmの用水管を挿入するPIP工法）工事を実施しました。さらに、幹

線水路古山サイホン等に止水バンドによる継手補修を実施しました。

国営施設応急対策事業「青蓮寺用水地区」

三重県

位 置 図

津市

青蓮寺用水地区

美旗サイホン改修工事塗装塗替工事

取水施設導水路（完成） 名張川サイホン（完成）

美旗サイホン（PIP工法）

３．国営施設応急対策事業「青蓮寺用水地区」閉所式
令和4年２月８日（火）に青蓮寺支所の閉所式を、伊賀上野合同庁舎大会議室において

開催しました。

式典は、新型コロナウィルス感染症拡大防止対策を考慮し、「密」を回避するため、青

蓮寺用水推進協議会の関係者９名が出席（三重県外等からはWeb出席）され、当事務所長

より主催者挨拶、支所長から事業経過報告を行いました。

閉所式の様子
（川中事務所長による挨拶［Webで実施］）

看板下掲式
（新型コロナウイルス感染症対策を考慮し、写真
撮影時のみマスクを外しています。）

名張川サイホン（着手前）取水施設導水路（着手前）
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国営施設応急対策事業「宮川用水地区」

三重県

位 置 図

津市

宮川用水地区

１．地区の概要
本地区は、三重県の中・南勢部に位置し、一級河川宮川を中心とし

た伊勢平野に属する伊勢市他4町4,554haに広がる優良農業地帯です。
本事業は、造成後50年以上が経過し、動作不良等が発生している

粟生頭首工の整備補修を、総事業費20億円（R3年度時点）、平成28
～令和3年度の工期で実施しました。

２．令和３年度の実施内容
令和３年度は、ひび割れからの湧水や局所的なモルタルの剥離があ

る粟生頭首工左岸側のモルタル吹付法面の改修や基準高さを満たして
いない転落防止柵の改修など周辺整備工事を実施しました。

３．国営施設応急対策事業「宮川用水地区」閉所式
令和4年2月2日（水）に宮川支所の閉所式を開催しました。
式典は新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を考慮し､「密」を回避するため、宮川用水

土地改良区大会議室で行い、宮川用水連絡協議会の関係者13名が出席（三重県外等からは
Web出席）され､当事務所長より主催者挨拶、支所長から事業経過報告を行いました。

看板下掲式
（新型コロナウイルス感染症対策を考慮し、写真
撮影時のみマスクを外しています。）

閉所式の様子
（川中事務所長による挨拶［Webで実施］）

転落防止柵改修工（施工前）

転落防止柵改修工（施工後）

法面改修工（施工前）

法面改修工（施工後）
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２．令和３年度の実施内容
令和3年度は、勝賀揚水機場沈砂池の地盤改良及び耐震補強梁による耐震化対策工事と勝

賀西用水路のFRPM管をDCIP管への布設替工事（L=226m）を実施しました。
なお、勝賀揚水機場沈砂池の地盤改良では、ICTを活用した施工管理を行いました。

【勝賀揚水機場】

【勝賀西用水路】 ※ 今年度工事状況

国営施設応急対策事業「長良川用水地区」

１．地区の概要
本地区は、岐阜県南西部の羽島市、海津市及び安八郡輪之内町に

位置し、揖斐川と長良川に挟まれた“高須輪中”地域内の3,025ha
の農地を受益地域としています。

位 置 図

岐阜県

岐阜市

長良川用水地区
本事業では、前歴長良川用水事業（S55～H9年度）で造成した施設

のうち、老朽化等による事故が頻発し、緊急的な対応が必要な勝賀揚水
機場、勝賀西用水路及び水管理施設を対象として整備を行っています。

なお、勝賀揚水機場については耐震化対策も併せて実施します。

総事業費は29億円（H29年度ベース）、事業工期は平成29～令和4年度となっており、
来年度の事業完了に向けて、着実な推進を図っています。

布設替

既設FRPM撤去状況 DCIP設置状況

ICTを活用した施工管理

WILL工法による地盤改良
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がんばる農家探訪～西濃用水第三期地区の受益を訪ねて～

１．西濃用水第三期地区の概要

西濃用水地区は岐阜県の南西部に位置し、国営西濃用水土地改良事
業（Ｓ43～58年度）、国営西濃用水第二期土地改良事業（Ｈ21～
26年度）により基幹的農業水利施設の造成、一部改修を実施しまし
た。現在、全体実施設計「西濃用水第三期地区」により老朽化が進行
している施設の改修と一体的に耐震化のための整備を行い、農業用水
の安定供給と農業水利施設の維持管理の軽減を図るための検討を実施
しています。

２．静里営農

今回は、西濃用水地内の大垣市で水稲、小麦、大豆、ブロッコリー等の栽培をされてい

る農事組合法人「静里営農」吉田和郎代表理事よりお話を伺いました。

静里営農は、国営事業により用水の安定供給が行われる本地区において集落営農組合と
して営農を行ってきましたが、平成27年に法人化し、 131戸の組合員の方々の協力のも
と、 50.6haの農地で安定した経営を実現されています。

農協がブランド米として扱う特別栽培米「れんげのかおり」や、全国でも岐阜県だけで
栽培される「ハツシモ」の作付に積極的に取り組み、地域の特産品の生産拡大に寄与して
います。また、約１万2千～４千食分の学校給食への提供に向け、ブロッコリーの栽培にも
力を入れているそうです。

作業の面では、耐用年数を超過した農業機械も活用し、経営面積に対して多数の機械を
保有することで、トラブル発生時においても作業が滞らないような体制が整えられており、
農地の一部では湛水直播栽培に取り組む等、作業の省力化及び分散化を行っています。

今後は、飼料用米の作付けを開始する等新たな取り組みも計画されています。
世代交代により個人での営農が困難になった周辺の農地も追加で管理してほしいとの要

望もあり、作付面積を増やしながら引き続き地域の農地の適正な維持管理や作物の安定供
給を図っていきたいとのことでした。

特別栽培米「れんげのかおり」
岐阜県の花「れんげ」から名付けられたお米です。
れんげを土にすき込むことで稲が必要とするチッソ成分を取り入

れ、化学肥料を減らすことができます。化学肥料や農薬を抑えた特
別栽培米として、県が進める「ぎふクリーン農業」（50%以上削
減）の認定を受けています。

静里営農の皆さま

ブロッコリーの作付状況

しずさと

ブロッコリーの収穫 湛水直播での作付

農林水産省ではみどりの食料システム戦略(R3年5月策定）に
おいて、2050年までに化学肥料の使用量を30％低減すること
を目指しており、クリーン農業の促進を推奨しています。

よしだ かずろう
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〒466-0857 愛知県名古屋市昭和区安田通4-8
東海農政局安田庁舎１階

TEL 052（761）3191

■地下鉄桜通線「吹上」駅から徒歩約20分
鶴舞線「川名」駅から徒歩約15分

■名古屋高速２号東山線
「吹上」出口から車で約10分
「春岡」出口から車で約10分

木 曽 川 水 系 土 地 改 良 調 査 管 理 事 務 所

〒484-0082 愛知県犬山市大字犬山字北古券

TEL 0568（61）1003

■名鉄犬山線「犬山」駅から徒歩約15分

〒514-0051  三重県津市納所町524番地
中勢用水土地改良区中央管理所２階

TEL 059（213）9350
■JR・近鉄・伊勢鉄道「津」駅から車で約10分
■近鉄｢津新町｣駅から車で約10分
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〒503ｰ0652 岐阜県海津市海津町馬目515-1
高須輪中土地改良・管理センター2階

TEL 0584（53）3990
■養老鉄道駒野駅から車で約10分

中 勢 支 所 長 良 川 支 所

犬 山 頭 首 工 管 理 所

広報誌は木曽調ＨＰにも掲載しています。
https://www.maff.go.jp/tokai/noson/kisocho/index.html 令和４年３月発刊

木曽川水系土地改良
調査管理事務所


